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移動例会（市原市消防局 職場見学） 
● 会長挨拶 市原 RC会長 藤谷泰弘 

   
みなさんこんにちは。久しぶりの職場訪問例会でござ

います。今日は、加藤会員にお骨折りいただき、市原市

消防局にお邪魔させていただきました。 

消防局の皆様には、受け入れいただき誠にありがとう

ございます。消防には市民の生命財産を守るという使命

があります。市民の側は、だから安心できるといえます。

今日の参加者の中にも消防団員の経験者が何人もいると

思います。地域での自主防災は重要ですが、やはり訓練

を積んだプロがいるからこその安心もあります。救急車

の利用では、まさかと言う様な利用法が報じられていま

す。順番の跳び越えのためとか、タクシー代わりのため

とか、なかなか悪知恵が働くものだと感じます。あるい

は、そうせざるを得なかったかもしれません。止むを得

ないと思えるケースは、どれ位あったかは解りません。

そこで、ふと思うのは、青少年に与える影響です。悪知

恵やルールや制度の悪用を知ることは生きる力を育てる

肥やしになります。また、人の振り見て我が振り直せと

も申します。きっと良い教材になっていると思いますの

で、私なりには心配することは無いという結論になりま

した。むしろ、ルールや制度の悪用をしてしまう人たち

が気になります。結果には必ず原因があるといわれます。

この原因は根が深いように感じますから、隊員の方々の

気苦労は、まだまだ解消されないでしょうし、気の毒と

思ってしまいます。にもかかわらず、市民の生命財産を

守るという使命を果たしている関係者に敬意を表して、

簡単な挨拶で恐縮ですが終わります。 

● 消防局司令室見学 

 
● 市原市消防団の活性化について(中島様) 

    
市原市消防団は現在 7支団(五井、三和、市原、姉崎、
南総、加茂、市津)で 1,633 名います。ちなみに千葉市
が 800名です。加藤さんには姉崎の副団長をしていただ
いてます。消防署と消防団の違いですが、常備か非常

備かということです。消防署員は一般職の地方公務員

ですが、団員は特別職の地方公務員として微々たる報

酬でやっていただいています。 
主な業務は火災の消化、支援、警戒、水害の防御、

災害非難援助、夜警など幅広く活動しています。 
 全国では昭和 27年の 200万人をピークに、年々減
少し現在は 89万人にまで減っており、団員の確保が
大きな課題となっております。 
 市原市の取り組みとして、一つは女性消防団を設置

し、主に PR活動に力を入れています。(現在 21名) 
二つ目は「消防団協力事業者認定制度」をスタートし、

消防団活動に協力してくれる事業者に表示証を交付

しています。現在市原で 5事業所が認定されており、
今後も皆様にご協力賜りたいと思っております。 

 


